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表紙「土鈴」について 　
　香椎宮奉納の獅子楽は、福岡県無形文化財として香椎宮の氏子で構成する獅子楽社

が毎年、春秋の香椎宮大祭に天下泰平、国家安全、万民豊楽、家内安全を願って奉納し

ています。昭和２３年、第３回国民体育大会が福岡市で開催されたのを機会に、香椎観

光協会、森信夫氏が博多人形の権威、小島与一氏に依頼してこの由緒深い「獅子楽」の

獅子頭の陰・陽を土鈴に考案されました。

　土鈴は赤と緑の対で裏には「与一」とともに「香椎」の文字が焼き込んであります。

エリア 掲載月 タ　イ　ト　ル ページ
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「東区歴史街道を往く」
Vol.4 発刊によせて

　

東
区
歴
史
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

（
愛
称
・
さ
ん
ぽ
会
）
は
平
成
21
年
４
月
に
発

足
し
、
志
賀
島
、
香
椎
宮
、
筥
崎
宮
な
ど
の
歴

史
的
資
源
に
恵
ま
れ
た
東
区
に
お
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
東
区
の
歴
史
に
触
れ
、
地
域
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
東
区
の
魅

力
発
信
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
５
月
か
ら
市
政
だ
よ
り
東
区
版
に

連
載
し
て
い
る
「
歴
史
さ
ん
ぽ
」
は
、
同
会
の

皆
様
か
ら
原
稿
や
写
真
な
ど
の
提
供
を
い
た
だ

き
、
編
集
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
連
載
を
ま
と

め
た
「
東
区
歴
史
街
道
を
往
く
」
の
４
冊
目
と

な
る

Vol.4
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
身
近

な
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
情
報
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
「
さ
ん
ぽ
会
」
の
古
賀
会
長

を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
「
古
い
歴
史
に
も
毎
年
の
よ
う
に
新
発
見
が
あ

る
。
と
っ
く
の
昔
に
学
ん
だ
こ
と
も
修
正
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
は
「
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
」

の
案
内
役
、渡
辺
あ
ゆ
み
さ
ん
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。

最
近
で
も
沖
縄
で
二
万
三
千
年
前
の
巻
貝
製
の
釣

り
針
や
古
賀
市
船
原
古
墳
か
ら
金
銅
製
の
馬
具
類

が
発
見
さ
れ
た
。
変
化
す
る
歴
史
の
舞
台
に
私
ど

も
は
付
い
て
行
く
の
が
精
一
杯
、
否
遅
れ
気
味
の

感
さ
え
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
区
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
声
援
を
受
け
日
々
活
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
「
東
区
歴
史
街
道
を
往
く
」

Vol.4

を
お
届
け
で
き
ま
す
事
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
々
研
鑚
に
励
み
、
よ
り

新
し
い
、
よ
り
深
み
の
あ
る
歴
史
的
情
報
を
発
信

し
て
東
区
の
「
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
に
微
力
な

が
ら
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
願
う
も
の
で
す
。

　

最
後
に
本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
を
賜

り
ま
し
た
小
西
眞
弓
区
長
を
は
じ
め
、
関
係
部
課

並
び
に
諸
機
関
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ い さ つ

　

東
区
長　

小
西    

眞
弓

「
さ
ん
ぽ
会
」
会
長　
　

古
賀　

偉
郎

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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今
か
ら
２
３
０
年
前
、
江
戸
時

代
の
天
明
4
（
１
７
８
４
）
年
に

「
漢か
ん
の
わ
の
な
の
こ
く
お
う

委
奴
国
王
」
と
し
る
さ
れ
た
金
印

が
志
賀
島
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
金
印

は
弥
生
時
代
の
紀
元
57
年
、
中
国
の
後

漢
王
朝
が
奴
国
に
贈
っ
た
と
さ
れ
て
お   

       

志
賀
島
の
「
金
印
公
園
」
（
志
賀
島
）

り
、
教
科
書
に
も
載
る
横
綱
級
の
国
宝

で
、
福
岡
市
博
物
館
に
常
設
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

志
賀
島
の
南
側
に
金
印
発
見
を
記
念

し
た
金
印
公
園
が
あ
り
ま
す
。
能
古
島

の
也や
ら
み
さ
き

良
岬
を
対
岸
に
望
む
公
園
の
入
口

に
は
「
漢
委
奴
國
王
金
印
発
光
之
処
」

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
園
内

に
は
志
賀
島
を
中
心
と
し
た
古
代
の
地

図
や
福
岡
の
地
と
関
係
の
深
か
っ
た
中

国
の
古
代
史
家
で
文
学
者
で
も
あ
っ
た

郭か
く
ま
つ
じ
ゃ
く

沫
若
の
詩
碑
、
福
岡
市
と
中
国
広
州

市
の
友
好
都
市
締
結
の
記
念
碑
な
ど
が

建
っ
て
い
ま
す
。

　

金
印
は
紀
元
一
世
紀
、
日
本
と
中
国

が
交
流
し
て
い
た
確
か
な
物
証
で
あ

り
、
当
時
を
う
か
が
い
知
る
第
一
級
の

資
料
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
金

印
は
発
見
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

出
土
状
況
や
、
な
ぜ
志
賀
島
に
埋
め
ら

れ
た
の
か
な
ど
、
多
く
の
謎
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

山
村　

尚
志

金印公園

志賀島
小学校

志賀島
渡船場

志賀島
二見岩

金印公園にある志賀島を中心とした古代
地図

歴史
歩・歩・歩
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和
白
高
等
小
学
校
跡
の
記
念
碑
（
和
白
）

　

Ｊ
Ｒ
和
白
駅
前
の
通
り
を
梅
ヶ
崎
団

地
（
国
道
４
９
５
線
）
に
向
か
っ
て
進

む
と
左
側
に
和
白
高
等
小
学
校
跡
の
記

念
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
は
、

本
校
の
正
門
跡
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、

裏
面
に
は
「
こ
の
地
域
は
私
達
の
母
校

和
白
高
等
小
学
校
の
跡
地
で
あ
る
」
と

あ
り
ま
す
。
校
区
は
、
と
て
も
広
く
、

和
白
、
香
椎
、
新
宮
、
立
花
、
志
賀
島

の
各
村
で
し
た
。

　

本
校
が
設
立
さ
れ
た
明
治
33

（
１
９
０
０
）
年
は
、
義
務
教
育
の
尋

常
小
学
校
と
、
卒
業
後
に
進
学
す
る
高

等
小
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
東

区
は
粕
屋
郡
の
一
部
で
、
郡
内
の
高
等

小
学
校
は
本
校
の
他
、
青
柳
（
現
古
賀

市
）、
久
原
（
現
久
山
町
）、
大
川
（
現

粕
屋
町
大
川
）、
宇
美
、
箱
崎
の
五
校

で
し
た
。

　

記
念
碑
の
台
座
石
に
は
初
代
・
２
代

校
長
を
は
じ
め
、
生
徒
た
ち
の
名
前
が

び
っ
し
り
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
こ
の
付
近
に
は
人
家
は
少
な
く

白
砂
青
松
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
山
を
越
え
田
畑
の
あ
ぜ

道
や
小
川
を
渡
り
、
浜
を
走
り
、
松

林
を
く
ぐ
り
抜
け
一
路
本
校
を
目
指

し
た
の
で
し
ょ
う
。
学
校
は
、
明
治

33
（
１
９
０
０
）
年
創
立
、
明
治
45

（
１
９
１
２
）
年
の
教
育
制
度
改
革
に

よ
り
12
年
間
の
短
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

中
島　

利
幸

和白高等小学校跡の
記念碑

博多湾

ナフコ

梅ヶ崎
ハイツ

上和白
和
白

Ｊ
Ｒ
海
の
中
道
線

西
鉄
貝
塚
線
　
香
椎↓ 

↑
雁
ノ
巣

三苫
↑

↓
香
椎

和
白

495

当時は白砂青松の地でした

歴史
歩・歩・歩
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米よ
ね
い
ち
ま
る

一
丸
と
八
千
代
姫
の
悲
話
（
箱
崎
）

　

Ｊ
Ｒ
箱
崎
駅
と
名
島
橋
の
中
間
辺
り

の
線
路
脇
に
朱
塗
り
の
御み
ど
う堂
と
、
そ
の

傍
ら
に
石
造
九
重
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
博
多
の
伝
説
の
中
で
も
有
名
な
悲

劇
の
主
人
公
・
米
一
丸
と
八
千
代
姫
を

祭
っ
た
も
の
で
す
。

　

米
一
丸
は
駿す
る
が
の
く
に

河
国
生
ま
れ
で
、
武
勇

に
秀
で
賢
明
な
若
者
で
し
た
。
文
治
２

（
１
１
８
６
）
年
、
京
の
主
君
・
一
条

氏
は
米
一
丸
に
博
多
へ
名
刀
を
受
け
取

り
に
行
く
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
実
は
、

米
一
丸
を
殺
害
し
、
美
人
妻
・
八
千
代

姫
を
わ
が
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
一
条

氏
の
策
略
で
し
た
。

　

博
多
を
出
立
の
夜
半
、
敵
の
一
行
は

多
勢
で
宿
舎
を
急
襲
。
米
一
丸
も
敵
を

倒
し
な
が
ら
逃
れ
ま
し
た
が
、
つ
い
に

力
尽
き
て
、
箱
崎
松
原
で
自
決
し
ま
し

た
。
米
一
丸
、
時
に
21
歳
。
こ
の
事
情

を
聞
い
た
八
千
代
姫
は
密
か
に
博
多
に

下
り
、
悲
し
み
に
耐
え
き
れ
ず
、
米
一

丸
の
墓
前
で
自
害
し
ま
し
た
。
八
千
代

姫
、
時
に
16
歳
。
さ
ら
に
米
一
丸
の

母
親
も
筑
紫
路
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

畦あ
ぜ
ま
ち町
宿
（
現
福
津
市
）
で
、
非
業
の
死

を
聞
き
、
疲
れ
も
重
な
り
亡
く
な
り
ま

し
た
。

　

住
民
は
こ
れ
を
哀
れ
み
、
箱
崎
に
石

造
九
重
塔
、
畦
町
に
親
子
地
蔵
二
尊
を

建
て
ま
し
た
。
こ
こ
は
今
で
も
供
養
の

た
め
、
近
隣
の
人
た
ち
が
手
向
け
る
線

香
の
香
り
が
絶
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

箱
島　

文
衛　

箱崎６丁目

地
下
鉄
箱
崎
線

3

ふれあい通り入口

御堂と石造九重塔

↑千早駅

↓箱崎駅

箱崎
九大前

宇
美
川

鹿
児
島
本
線

九州大学
（箱崎キャンパス）

農学部

朱塗りの御堂と石造九重塔（左）

歴史
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勅ち
ょ
く
さ
い祭

社
と
し
て
の
香
椎
宮
（
香
椎
）

　

香
椎
宮
は
仲
ち
ゅ
う
あ
い哀
天
皇
・
神じ
ん
ぐ
う功
皇
后
を

主し
ゅ
さ
い
じ
ん

祭
神
と
し
て
祭
っ
て
い
ま
す
。
仲
哀

天
皇
は
熊く
ま
そ襲
の
反
乱
を
鎮
め
る
拠
点
と

し
て
、
香
椎
の
地
に
来
ら
れ
、
志
半
ば

で
崩
御
さ
れ
ま
し
た
。
神
功
皇
后
が
こ

の
地
に
祠
ほ
こ
ら
を
建
て
、
仲
哀
天
皇
の
神
霊

を
祭
っ
た
の
が
香
椎
宮
の
起
源
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

香
椎
宮
は
伊
勢
神
宮
に
次
ぎ
朝
廷
か

ら
尊
び
あ
が
め
ら
れ
、
定
期
ま
た
は
随

時
に
勅
祭
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
勅

祭
は
、
天
皇
の
使
者
で
あ
る
勅ち
ょ
く
し使
を
派

遣
し
、「
祭さ
い
し
ほ
う
へ
い

祀
奉
幣
」
と
い
う
神
前
に

五
色
の
布
（
幣へ
い
は
く帛
）
を
献
上
し
て
、
天

皇
の
お
言
葉
を
奏そ
う
じ
ょ
う上
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
執
り
行
う
神
社
を
勅
祭
社
と
い

い
ま
す
。

　

現
在
の
勅
祭
も
古
式
に
の
っ
と
り
執

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
勅
祭
社
は
伊
勢

神
宮
と
全
国
に
16
社
あ
り
、
九
州
は
宇

佐
神
宮
と
香
椎
宮
の
２
社
で
す
。
香
椎

宮
勅
祭
は
、
天
平
９
（
７
３
７
）
年
か

ら
今
日
ま
で
１
３
８
回
、
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。
南
北
朝
時
代
に
一
時
中
断
さ
れ

ま
し
た
が
、延
え
ん
き
ょ
う亨
元
（
１
７
４
４
）
年
、

江
戸
時
代
中
期
の
桜
町
天
皇
の
と
き
に

再
興
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
勅
祭
は
、
60

年
に
一
度
、
大
正
14
年
か
ら
は
10
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
（
平
成

27
年
）
が
そ
の
年
に
当
た
り
、
10
月
９

日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
三
の

鳥
居
か
ら
本
殿
ま
で
、
勅
使
が
参
進
す

る
と
こ
ろ
を
見
学
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

党　

礼
子　

　
　

香椎宮

西鉄貝塚線

JR鹿児島
本線

勅使道
JR香

椎線

JR香椎
神宮駅

JR香椎駅

西鉄香椎香椎宮前

参進する勅使（左端）の一行
　                                   （2005 年）

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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土
井
駅
周
辺
の
産
業
遺
構 

（
土
井
）

　

博
多
湾
鉄
道
は
、
糟
屋
郡
内
の
「
海

軍
炭
鉱
」
の
石
炭
輸
送
を
目
的
に
明
治

37
年
１
月
１
日
、
西
戸
崎 
～
須
恵
間

に
開
業
し
、
同
時
に
土
井
駅
も
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
開
業
か
ら
１
カ
月
後
の
２

月
８
日
に
日
露
戦
争
が
勃
発
。
軍
艦
の

燃
料
が
石
油
（
重
油
）
で
は
な
く
石
炭

で
あ
っ
た
時
代
、
開
戦
前
の
緊
迫
し
た

状
況
で
し
た
。
久
山
町
の
猪
野
お
よ
び

久
原
で
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

銅
鉱
や
石
炭
が
採
掘
さ
れ
、
馬
車
で
土

井
駅
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
当
時
、
土
井

駅
舎
と
反
対
側
の
北
面
道
路
を
鉱
石
道

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
銅
鉱
と
石
炭
は

土
井
駅
か
ら
香
椎
駅
へ
、
さ
ら
に
銅
は

大
分
県
の
佐
賀
関
精
錬
所
へ
、
石
炭
は

広
島
県
呉
の
軍
港
へ
鉄
道
や
西
戸
崎
港

か
ら
船
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

  

昭
和
19
年
の
戦
時
買
収
で
駅
は
国
有

化
さ
れ
、「
国
鉄
香
椎
線
土
井
駅
」
と

な
り
ま
し
た
。
八
田
・
土
井
地
域
は
日

本
軍
の
食
糧
や
医
薬
品
の
倉
庫
群
が
あ

り
、
土
井
駅
か
ら
倉
庫
群
ま
で
の
引
き

込
み
線
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
23
年
、
久
山
町
猪
野
に
麻
生
山

田
炭
鉱
が
開
坑
。
石
炭
は
当
時
と
し
て

は
最
新
式
の
空
中
ケ
ー
ブ
ル
で
土
井
駅

へ
積
み
出
し
て
い
ま
し
た
。
石
炭
産
業

の
斜
陽
化
で
昭
和
42
年
９
月
に
炭
鉱
は

閉
山
。
現
在
、
名
子
二
丁
目
の
田
ん
ぼ

の
中
に
一
基
だ
け
、
空
中
ケ
ー
ブ
ル
を

支
え
た
鉄
塔
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

鎭
守　

宏
之　

土井団地
入口

香椎線

土井駅

↑
香
椎

山
陽
新
幹
線

ミスター
マックス

→
久
山

田んぼに立つ最後の鉄塔

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ



9

　

明
治
時
代
、
西
戸
崎
に
あ
っ
た

　
　
　
　

石
油
メ
ジ
ャ
ー
製
油
所　
（
西
戸
崎
）

　

石
炭
に
代
わ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
役

と
し
て
、
日
本
経
済
を
け
ん
引
し
た
石

油
メ
ジ
ャ
ー
（
石
油
系
巨
大
企
業
複
合

体
）
の
製
油
所
が
明
治
時
代
に
西
戸
崎

に
あ
り
ま
し
た
。

　

横
浜
の
貿
易
業
サ
ミ
ュ
エ
ル
商
会
の

石
油
部
門
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
株
式

会
社
は
明
治
40
（
１
９
０
７
）
年
ロ
イ

ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
と
合
併
し
日

本
で
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
石
油
は
明
治
41（
１
９
０
８
）

年
ボ
ル
ネ
オ
原
油
を
精
製
す
る
た
め
、

南
洋
か
ら
の
輸
送
に
便
利
な
西
戸
崎
に

製
油
所
建
設
を
開
始
。
建
設
工
事
終
盤

の
明
治
42
年
２
月
、
タ
ン
ク
の
水
張
り

検
査
中
に
突
然
タ
ン
ク
が
破
裂
し
、
工

事
関
係
者
９
人
が
死
亡
、
重
軽
傷
者
数

人
と
い
う
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。工
事
請
負
会
社
の
社
主
が
来
福
し
、

同
年
７
月
、
工
事
で
亡
く
な
っ
た
人
た

ち
の
冥
福
を
祈
り
、
地
鎮
碑
と
稲
荷
神

社
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
０
０
年

経
っ
た
今
で
も
毎
年
「
タ
ン
ク
祭
」
と

し
て
「
安
全
祈
願
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

製
油
所
は
輸
入
原
油
の
調
達
難
か
ら

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
に
精
製
事
業

を
停
止
し
、
油
槽
所
と
し
て
存
続
。
戦

後
一
時
は
米
軍
の
専
属
油
槽
所
と
な
り

ま
し
た
。
石
油
製
品
を
貯
蔵
す
る
油
槽

所
は
、
現
在
も
北
部
九
州
地
区
へ
の
重

要
な
石
油
製
品
の
供
給
基
地
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
案
内
人
】
石
井　

志
津
子

海浜公園南

西戸崎

博多湾

海の中道海浜公園
↑
和
白

西
戸
崎

Ｊ
Ｒ
海
の
中
道
線志賀島

←

油槽所

タンクがずらりと並ぶ油槽所

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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荒
波
に
散
っ
た
「
奈
多
の
波
止
」　
（
奈
多
）

  

奈
多
地
区
は
玄
海
国
定
公
園
に
面
し

南
に
波
静
か
な
博
多
湾
と
、
北
に
厳
し

い
季
節
風
と
荒
波
を
受
け
る
玄
海
灘
、

そ
し
て
海
の
中
道
に
通
じ
る
入
口
に
当

た
り
ま
す
。
白
砂
青
松
の
美
し
い
景
色

は
、
い
に
し
え
か
ら
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

志
式
神
社
の
丘
か
ら
お
潮
井
道
を
降

り
て
い
く
と
、
白
砂
が
続
く
浜
に
出
ま

す
。
こ
こ
か
ら
志
賀
島
へ
と
続
く
浜
が

奈
多
の
浜
で
す
。
人
恋
し
さ
に
鳴
い
た

と
い
う
鳴
き
砂
は
、
今
で
は
聞
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
風
が
作

り
上
げ
た
自
然
の
幾
何
学
的
な
模
様
の

風
紋
は
、
浜
の
至
る
所
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

浜
に
あ
る
堤
防
は
、
か
つ
て
漁
師
が

使
用
し
て
い
た
「
奈
多
の
波
止
」
で
す
。

現
在
は
間
を
お
い
て
四
つ
の
波
止
が
沖

に
向
か
っ
て
突
き
出
し
て
い
ま
す
。
先

端
部
は
積
年
の
波
浪
に
よ
っ
て
崩
れ
、

波
に
洗
わ
れ
て
い
ま
す
。
補
強
や
修
理

を
加
え
た
よ
う
で
す
が
、
玄
海
灘
の
荒

波
に
の
ま
れ
、
そ
の
姿
は
崩
れ
か
け
た

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

志
式
神
社
の
絵
馬
堂
に
は
、
往
時
を

語
る
豊
漁
図
の
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
時
代
と
共
に
生
き
て
き
た
波
止

は
、
漁
場
を
愛
し
た
奈
多
の
人
々
の
思

い
を
し
の
ば
せ
、
静
か
に
た
た
ず
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

酒
井　

孝
司

玄界灘

JR香
椎線

雁の巣
病院

志式
神社

奈多
団地

和白中

和白小

和白干潟

奈多
漁港

奈多
海岸

奈多

奈多の波止

積年の波浪によって崩れた
　　「奈多の波止」

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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箱
崎
の
国
指
定
史
跡
「
元
寇
防
塁
」　
（
箱
崎
）

　

元
の
皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
は
、
日
本
に
通

交
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
鎌
倉
幕
府

が
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
文
永

11
（
１
２
７
４
）
年
10
月
、
博
多
湾
に

攻
め
込
み
、
九
州
の
御
家
人
た
ち
と
激

し
い
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。こ
の
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箱
崎
は
火
の
海
と
な
り
筥
崎
宮
も
兵
火

に
遭
い
、
ご
神
体
は
宇
美
町
の
極
楽
寺

へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
幕
府
は
、
元
の
再
襲
に
備
え
て

九
州
各
地
の
御
家
人
に
命
じ
、
建
治
２

（
１
２
７
６
）
年
３
月
か
ら
約
半
年
間

で
西
は
今
津
か
ら
東
は
香
椎
ま
で
、
博

多
湾
の
海
岸
線
20
㌔
に
わ
た
り
高
さ
約

２
・
５
㍍
の
石
築
地
、
元
寇
防
塁
を
築

か
せ
ま
し
た
。
箱
崎
地
区
の
防
塁
は
、

薩
摩
国
が
担
当
し
、
南
の
千
代
付
近
か

ら
地
蔵
松
原
付
近
ま
で
約
３
㌔
に
わ

た
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。

　

箱
崎
地
区
で
は
、
明
治
20
年
代
の
初

め
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
建
設
工

事
の
際
に
、
防
塁
跡
が
初
め
て
発
見
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
６
年

３
月
、
元
寇
防
塁
は
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
地
蔵
松
原
公
園
内
に
、
そ
の
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
弘
安
４
（
１
２
８
１
）
年
６

月
、元
は
再
び
日
本
を
攻
め
ま
し
た
が
、

こ
の
防
塁
に
阻
ま
れ
、
博
多
の
地
に
上

陸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

山
辺　

信
男

3

箱崎６丁目

九州大学
（箱崎キャンパス）

農学部

箱崎
九大前

地蔵松原公園
史跡 元寇防塁

地
下
鉄
箱
崎
線

鹿
児
島
本
線

宇
美
川

↓箱崎駅

↑千早駅

公園に立つ記念碑

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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天
皇
の
使
者
で
あ
る
勅
使
が
供
え
物

（
幣へ
い
も
つ物
）
を
献
上
し
て
、
神
前
に
天
皇

の
お
言
葉
を
奏
上
す
る
神
事
を
勅
祭
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
を
行
う
勅
祭
社
は
伊

勢
神
宮
と
全
国
に
16
社
あ
り
、
九
州
は

宇
佐
神
宮
と
香
椎
宮
の
2
社
で
す
。
香

椎
宮
は
神
功
皇
后
の
縁
で
建
て
ら
れ
た

館
の
間
に
御
お
ん
き
ゅ
う
そ
く
し
ょ

休
息
所
、
中
門
階
段
下
左

に
御お
ん
て
み
ず
し
ょ

手
水
所
、
同
右
に
御
お
ん
は
ら
い
し
ょ

祓
所
、
拝
殿

の
左
に
御お
ん
だ
っ
け
ん
し
ょ

脱
剣
所
、
同
右
に
衛え
じ
ひ
か
え
し
ょ

士
居
所

（
勅
使
に
仕
え
る
人
の
控
え
の
場
所
）

と
五
つ
の
標
石
が
あ
り
ま
す
。
勅
使
ま

た
は
大だ
ざ
い
の
そ
ち

宰
帥
（
大
宰
府
の
長
官
）
が
香

椎
宮
に
参
拝
し
た
時
の
儀
式
の
順
序
を

示
し
た
も
の
で
、
全
国
で
も
香
椎
宮
だ

け
に
あ
る
貴
重
な
標
石
で
す
。

　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

森
本　

啓
三

お
宮
で
、
国
家
鎮
護
・
国
土
防
衛
の

神
様
と
し
て
、
皇
室
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
思
い
は
深
く
、天
平
9
（
７
３
７
）

年
か
ら
事
あ
る
ご
と
に
、
勅
祭
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
11
年
3
月
、
貞
明
皇
后
が
大

正
天
皇
の
平
癒
祈
願
と
皇
太
子
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
か
ら
無
事
帰
国
し

た
お
礼
に
、
香
椎
宮
に
参
拝
さ
れ
た

の
を
契
機
と
し
、
大
正
14
年
以
降
、

勅
祭
は
10
年
ご
と
に
行
う
も
の
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
平

成
27
年
10
月
9
日
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

香
椎
宮
境
内
に
は
、
奈
良
時
代
に

建
て
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
勅
使
参

拝
標
石
が
あ
り
ま
す
。
綾
杉
と
勅
使

香椎宮

西鉄貝塚線

JR鹿児島
本線

勅使道
JR香

椎線

JR香椎
神宮駅

JR香椎駅

西鉄香椎香椎宮前

勅使参拝標石「御手水所」

      

香
椎
宮
の
「
勅
使
参
拝
標
石
」　
（
香
椎
）

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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岩
見
重
太
郎
誕
生
之
地　
（
名
島
）

3

国道事務所前

岩見重太郎誕生之地石碑
（お観音様ひろば）

←箱
崎

香椎
→

福岡国道事務所

九州電力
郵便局

公園

名島
公民館

←
城
浜

岩
見
重
太
郎
通
り

豪傑の名を伝える石碑

　

名
島
三
丁
目
の「
お
観
音
様
ひ
ろ
ば
」

の
辺
り
に
は
、
16
世
紀
後
半
、
名
島
城

主
で
あ
る
小
早
川
家
の
家
臣
た
ち
の
屋

敷
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
、

そ
の
一
角
に「
岩
見
重
太
郎
誕
生
之
地
」

の
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
見
重
太
郎
は
、
小
早
川
家
の
剣
術

指
南
役
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
伝
説
的
な
豪
傑
と
い
わ
れ
た
彼

は
、
父
親
を
殺
し
た
広
瀬
軍
蔵
を
追
っ

て
あ
だ
討
ち
の
旅
に
出
ま
し
た
。
そ
の

道
中
で
猿
の
姿
を
し
た
妖
怪
・
狒ひ

ひ狒
の

退
治
な
ど
数
々
の
武
勇
伝
を
残
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、慶
長
９
（
１
６
０
４
）

年
９
月
20
日
、
丹
後
の
天
橋
立
で
つ
い

に
軍
蔵
を
討
つ
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
重
太
郎
は
「
薄
田
隼
人
正

兼
相(

す
す
き
だ
は
や
と
の
し
ょ
う
か

ね
す
け)

」
と
改
名
し
、
豊
臣
秀
頼
に

仕
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
慶
長
20

（
１
６
１
５
）
年
の
大
坂
夏
の
陣
で
は
、

真
田
信
繁
（
幸
村
）
ら
と
共
に
出
陣
。

５
月
６
日
の
道
明
寺
の
戦
い
で
奮
戦
す

る
も
、
戦
死
し
ま
し
た
。

　

こ
の
石
碑
は
大
正
13
（
１
９
２
４
）

年
に
建
て
ら
れ
、平
成
19
（
２
０
０
７
）

年
に
再
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
石
碑

は
、
明
治
か
ら
大
正
の
世
に
子
ど
も
た

ち
の
憧
れ
だ
っ
た
豪
傑
の
名
を
、
今
に

伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

池
間　

夏
子

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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志
賀
島
の
巡
礼
悲
話　
（
志
賀
島
）

　

霊
場
巡
拝
の
歴
史
は
古
く
、
和
銅
６

（
７
１
３
）
年
と
の
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
僧
侶
や
神
官
、
貴
族
や
武
士
な

ど
上
流
階
級
の
人
々
の
信
仰
心
か
ら
始

ま
っ
た
霊
場
巡
拝
が
江
戸
時
代
に
大
衆

化
し
各
地
に
霊
場
が
で
き
ま
し
た
。

　

筑
前
国
中
三
十
三
カ
所
観
音
霊
場
も

江
戸
時
代
の
元
禄
10
（
１
６
９
７
）
年

の
発
足
と
い
わ
れ
、
第
十
四
番
霊
場
が

志
賀
島
の
弘ひ
ろ

に
あ
る
弘こ
う
き
ゅ
う
ざ
ん
こ
う
お
ん
じ

休
山
香
音
寺
で

す
。
寺
の
本
堂
に
は
、
幅
約
15
㌢
、
高

さ
30
㌢
の
大
き
な
位
牌
が
あ
り
ま
す
。

表
に
男
女
２
人
の
法
名
に
並
ん
で
「
大

東
亜
戦
水
難
死
者
之
英
霊
外
遭
難
死

者
霊
位
」
と
大
き
く
記
さ
れ
、
裏
面

に
供
養
の
由
来
と
施
主
の
名
、
昭
和

20
（
１
９
４
５
）
年
３
月
と
供
養
の
日

付
が
あ
り
ま
す
。
由
来
に
は
、
文
化

９
（
１
８
１
２
）
年
３
月
、
旧
秋
月
藩

夜
須
郡
江
川
村
（
現
朝
倉
市
）
の
江
川

善
市
さ
ん
夫
婦
と
同
行
者
数
人
が
霊
場

巡
拝
の
途
中
、
十
四
番
の
香
音
寺
か
ら

十
三
番
の
光
明
寺
（
西
区
小
田
）
に
向

か
う
た
め
に
志
賀
島
の
弘
か
ら
宮
の
浦

へ
小
船
で
渡
る
途
中
、
春
の
嵐
に
遭
い

水
難
死
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
水

難
者
の
子
孫
が
供
養
を
申
し
出
、
お
寺

が
位
牌
を
作
り
安
置
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
20
年
と
は
敗
戦
の
年
、「
大
東

亜
戦
云
々
」
は
戦
没
者
を
も
併
せ
て
の

供
養
だ
と
思
わ
れ
、
子
孫
は
今
も
先
祖

の
お
参
り
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
時
の
船
頭
の
子
孫
も
香
音
寺
に
石
造

の
地
蔵
菩ぼ
さ
つ薩
を
寄
進
し
、
今
も
供
養
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

古
賀　

偉
郎

香音寺本堂前の標柱石

香音寺

弘

市営渡船場

志賀島

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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和
白
と
原
上
の
境
界
に
残
る
唐
津
街
道　
（
和
白
）

　

主
に
筑
前
黒
田
藩
・
肥
前
唐
津
藩
主

が
参
勤
交
代
に
使
っ
た
唐
津
街
道
は
、

寛
永
19（
１
６
４
２
）年
の
畔
町
宿（
あ

ぜ
ま
ち
し
ゅ
く
）
の
新
設
に
よ
り
完
成

し
、
当
時
は
筑
前
街
道
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
和
白
と
新
宮
町
原
上
の
境

界
に
残
る
街
道
は
ま
さ
し
く
古
街
道
に

ふ
さ
わ
し
い
旧
道（
現
在
は
林
道
扱
い
）

と
し
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

県
道
５
０
４
号
線
を
香
椎
方
面
に

進
む
と
、
秀
吉
ゆ
か
り
の
太
閤
水
井

戸
か
ら
千
田
の
夜
泣
き
観
音
堂
へ
出

ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
国
道
３
号
線

に
交
差
し
旧
道
は
遮
断
さ
れ
ま
す
。

国
道
を
横
断
し
西
側
の
旧
道
に
入
る

曲
が
り
道
を
南
に
進
む
と
、
右
側

に
「
唐
津
街
道
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
や
が
て
両
側
が
木
々

に
覆
わ
れ
た
上
り
道
と
な
り
、
竹
藪や
ぶ

が
続
く
旧
道
の
半
ば
に
「
駕
籠
立
場

（
か
ご
た
ち
ば
）」
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
多
く
の
旅
人

や
福
岡
城
下
で
往
来
す
る
行
列
の
休

息
、
駕か

ご籠
な
ど
の
手
配
場
所
で
、
馬

も
用
意
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
高

台
の
丘
か
ら
立
花
山
を
目
前
に
望
む
尾

根
は
、
立
花
山
へ
続
い
て
い
た
と
聞
き

ま
す
。

　

今
は
国
道
３
号
線
が
大
動
脈
と
な

り
、
旧
道
は
断
ち
切
ら
れ
て
往
時
を
し

の
ぶ
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
に
残
る
１
・
５
㌔
の
旧
唐
津
街

道
は
、
手
付
か
ず
の
姿
を
見
せ
て
訪
れ

る
人
た
ち
へ
４
０
０
年
の
歴
史
を
語
り

掛
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

酒
井　

孝
司

参勤交代が通った旧道

原上

3

福岡市東区

糟屋郡新宮町原上
大蔵池

唐津街道石碑

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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馬
出
の
史
跡　

芭
蕉
の
「
枯か

れ
の
づ
か

野
塚
」　
（
馬
出
）

　

馬
出
一
丁
目
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
・
馬

出
ビ
ル
の
裏
通
り
の
路
地
奥
に
芭
蕉
塚

の
一
つ
で
あ
る
枯
野
塚
が
あ
り
ま
す
。

芭
蕉
塚
は
、
俳は
い
せ
い聖
松
尾
芭
蕉
を
敬
慕
す

る
門
人
た
ち
に
よ
り
建
立
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
全
国
に
１
９
２
基
が
あ
り

ま
す
。

　

元
禄
７
（
１
６
９
４
）
年
10 

月
、

芭
蕉
は
、
大
阪
南
御
堂
で
逝
去
。
死
の

４
日
前
に
弟
子
の
呑
ど
ん
し
ゅ
う舟
に
書
き
取
ら
せ

た
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
め

ぐ
る
」が
辞
世
の
句
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
禄
12
（
１
６
９
９
）
年
、
芭
蕉
の
高

弟
・
向む
か
い
き
ょ
ら
い

井
去
来
は
、
故
郷
長
崎
か
ら
京

都
に
帰
る
途
中
の
博
多
で
、
蕉し
ょ
う
も
ん
か

門
下
の

箱
崎
の
僧
、
松し
ょ
う
げ
つ
あ
ん
ほ
せ
ん

月
庵
晡
川
と
出
会
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、
去
来
は
、
晡
川
に
芭

蕉
の
辞
世
の
短
冊
を
送
る
約
束
を
し
、

後
日
、
京
都
か
ら
送
り
ま
し
た
。

　

晡
川
は
、
こ
の
好
意
に
深
く
感
謝

し
、
博
多
に
行
脚
来
遊
し
て
い
た
同
じ

芭
蕉
の
高
弟
・
志し

だ

や

ば

太
野
坡
に
「
芭
蕉
翁

之
墓
」
の
碑
銘
の
書
を
依
頼
し
、
元
禄

13
（
１
７
０
０
）
年
に
枯
野
塚
を
建
立

し
ま
し
た
。
こ
の
枯
野
塚
の
左
に
並
ん

で
「
晡
川
菴
主
之
墓
」
が
あ
り
、
正
徳

３
（
１
７
１
３
）
年
と
没
年
の
銘
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
10
月
、
芭

蕉
２
０
０
回
忌
に
際
し
、
句
が
刻
ま
れ

た
新
し
い
枯
野
塚
（
句
碑
）
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
枯
野
塚
は
、
昭
和
31
年
７

月
に
福
岡
県
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

山
辺　

信
男

「芭蕉翁之墓」と刻まれています

3
箱崎小

博多女子校

県立
図書館

箱崎宮
前駅

枯野塚 JR鹿
児
島
本
線

地
下
鉄
箱
崎
線

馬出

九大
病院
前

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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香
椎
宮
「
綾
杉
」
を
讃
え
る
歌
碑　
（
香
椎
）

香椎宮

西鉄貝塚線

JR鹿児島
本線

勅使道
JR香

椎線

JR香椎
神宮駅

JR香椎駅

西鉄香椎香椎宮前

明治 14 年から「綾杉」の傍
らに立っている歌碑

　

香
椎
宮
の
御
神
木
「
綾
杉
」
は
、
御

祭
神
・
神
功
皇
后
の
魂
宿
る
尊
い
木

で
、
皇
后
が
鎧
よ
ろ
い
の
袖
に
挿
し
て
い
た
杉

枝
を
、
平
和
を
願
っ
て
御
手
植
え
さ
れ

た
の
が
大
樹
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
由
来
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
の

か
、
約
８
０
０
年
前
の
新
古
今
和
歌
集

に
「
よ
み
人
知
ら
ず　

※
千
早
振
香
椎

の
宮
の
綾
杉
は
神
の
御
衣
木（
み
そ
ぎ
）

に
立
て
る
な
り
け
り
」の
一
首
が
あ
り
、

こ
の
古
歌
を
刻
ん
だ
碑
が
綾
杉
の
傍
ら

に
立
っ
て
い
ま
す
。
新
宮
湊
村
の
酒
造

業
・
堺
萬
七
氏
か
ら
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
は
陸
軍
大
将
有あ
り
す
が
わ
の
み
や
た
る
ひ
と

栖
川
宮
熾
仁
親
王

に
よ
る
も
の
。
親
王
は
歌
道
・
書
道
を

家
学
と
す
る
宮
家
の
９
代
当
主
。
初
代

の
福
岡
県
知
事
で
、
そ
の
後
明
治
政
府

の
要
人
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。
親
王
の
「
有
栖
川
流
」

の
豊
麗
な
筆
跡
は
、
参
拝
者

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
古
歌

に
は
、
金き
ん
ぱ
く箔
が
施
さ
れ
気
品

あ
る
光
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

約
１
３
０
年
を
経
た
薄

墨
色
の
歌
碑
は
、
樹
齢

１
８
０
０
年
の
深
緑
の
綾
杉
と
よ
く
調

和
し
て
、
御
神
木
を
讃
え
る
よ
う
に

立
っ
て
い
ま
す
。

　

※
香
椎
の
宮
の
あ
や
杉
は
、
香
椎
の

神
の
御
神
木
と
し
て
立
っ
て
い
る
の
で

あ
る
＝
岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
体

系
11
巻
第
19
神じ
ん
ぎ
か

祇
歌

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】　

田
中　

啓
子

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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松
島
六む

つ

た田
地
蔵
尊
板
碑　
（
松
島
）

　

昭
和
49
年
８
月
指
定
の
市
文
化
財

「
正
し
ょ
う
へ
い
に
じ
ゅ
う
い
ち

平
廿
一
年
銘
梵ぼ
ん
じ字
板
碑
」
は
、

地
域
住
民
に「
松
島
六
田
地
蔵
尊
板
碑
」

と
し
て
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
高
さ

約
40
㌢
の
板
碑
は
、
松
島
公
園
に
あ
る

祠ほ
こ
らの
中
に
あ
り
、
溝
が
V
字
形
と
な

る
薬や
げ
ん
ぼ
り

研
彫
で
釈
迦
如
来
を
表
す
梵
字
と

次
の
３
行
の
銘
文
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

右
造
立
如
件

　

聖
中
禅
門

　

正
平
廿
一
年
七
（
以
下
欠
損

　
　
　
　
　
　
　

＝
写
真
左
下
部
分
）

　

こ
の
よ
う
に
梵
字
で
仏
様
を
表
し
た

供
養
塔
を
板
碑
と
い
い
、
銘
文
の
「
正

平
廿
一
年
」
は
南
朝
年
号
で
、
西
暦
で

は
１
３
６
６
年
で
す
。
こ
の
板
碑
は
建

武
３
（
１
３
３
６
）
年
の
多
々
良
潟
合

戦
で
足
利
尊
氏
軍
に
敗
れ
た
南
朝
方
菊

池
武
敏
軍
の
戦
死
者
の
霊
を
供
養
す
る

た
め
、
菊
池
武
光
が
建
立
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
板
碑
は
、
松
崎
と
箱

崎
の
農
家
に
お
地
蔵
さ
ん
と
し
て
厚
く

信
仰
さ
れ
、
松
崎
村
の
住
民
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
「
松
崎
六
田
地
蔵
尊
」
と

し
て
祭
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
昭
和
30
～
40
年
代
に
区

画
整
理
・
農
地
改
革
が
大
規
模
に
行
わ

れ
、
人
口
が
急
増
。
他
か
ら
移
住
し
て

き
た
住
民
が
ほ
と
ん
ど
で
、
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
を
地
蔵
尊
に
求
め
ま
し
た
。
平

成
５
年
に
松
崎
・
箱
崎
の
有
志
か
ら
松

島
の
住
民
が
祭さ
い
し
け
ん

祀
権
を
引
き
継
ぎ
、
名

称
が
松
崎
か
ら
「
松
島
六
田
地
蔵
尊
」

と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
島
の
住
民
は
地
蔵
尊
の
祭
祀
や
清

掃
を
欠
か
さ
ず
、
毎
年
７
月
24
日
は
地

蔵
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】
鎭
守　

宏
行　

松島大橋東
松島六田地蔵尊板碑

松島こぶし通り

須恵川

宇
美
川 松島小

円の中に梵字が刻まれてい
ます

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ
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自
然
に
抱
か
れ
た
志
賀
島
の
「
火か

え

ん焔
塚
」
（
志
賀
島
）

　

苔こ
け

の
生む

す
花
崗
岩
と
広
葉
樹
林
の
自

然
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
た
た
ず
む
、
不

動
明
王
の
光こ
う
は
い背
の
火
焔
を
祭
る
「
火
焔

塚
」。
志
賀
海
神
社
の
そ
ば
を
流
れ
る

渓
流
に
沿
っ
て
行
く
と
道
は
二
股
に
分

か
れ
、
右
に
進
む
と
見
え
て
く
る
お
堂

の
辺
り
を
火
焔
塚
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

１
２
７
４
年
の
文
永
の
役
、
元
寇
で

博
多
と
そ
の
周
辺
は
壊
滅
。
そ
の
後
、

九
州
の
御
家
人
に
よ
り
今
津
・
香
椎
間

の
海
岸
線
に
石
築
地
（
防
塁
）
が
築
か

れ
ま
し
た
。
１
２
８
１
年
の
弘
安
の
役

で
は
、
防
備
の
手
薄
な
志
賀
島
・
西
戸

崎
が
戦
場
。
島
で
は
「
敵
国
退
散
・
国

家
鎮
護
」
祈
願
の
壇
を
築
き
、
高
野
山

南
院
の
不
動
明
王
の
尊
像
を
供
え
て
僧

侶
や
島
民
が
護
摩
を
焚た

い
て
祈き
と
う祷
を
続

け
る
中
、
昼
夜
陸
海
で
激
戦
が
続
き
ま

し
た
。
戦
い
は
、疾
病
や
自
然
災
害（
台

風
）
も
重
な
り
、
双
方
に
大
き
な
犠
牲

を
残
し
て
終
息
。
僧
侶
が
不
動
明
王
を

護
持
し
て
寺
へ
帰
ろ
う
と
し
た
と
き
、

島
民
や
武
家
か
ら
「
光
背
の
火
焔
」
を

島
に
残
し
て
ほ
し
い
と
懇
願
さ
れ
、
こ

の
地
に
と
ど
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
焔
の
所
在
は
不
明
で
す
が
、
僧
侶

や
島
民
が
世
の
安
寧
や
災
厄
を
祈
っ
た

こ
の
場
所
は
、
火
焔
塚
と
し
て
、
地

元
か
ら
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

７
０
０
有
余
年
の
時
の
流
れ
の
中
で
、

静
か
に
た
た
ず
む
「
火
焔
塚
」。
荒
海

か
ら
吹
く
風
の
中
で
、
志
賀
島
の
豊
か

な
自
然
を
満
喫
で
き
る
平
和
の
尊
さ
を

問
い
か
け
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
【
案
内
人
】
城
戸　

重
臣

火焔塚

市営渡船場

志賀島

お堂の辺りで祈祷が行われました

歴史
歩・歩・歩
さ ん ぽ



20

三
苫
綿わ

た

つ

み

津
見
神
社
の
「
虚こ

く
う
ぞ
う

空
蔵
菩
薩
」
（
三
苫
）

　

綿
津
見
神
社
境
内
に
あ
る
虚
空
蔵
菩

薩
は
延
え
ん
り
ゃ
く暦

24
（
８
０
５
）
年
ご
ろ
最
澄

法
師
が
彫
っ
た
木
像
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
含
め
、
神
社
境
内
に

は
、
平
成
８
年
に
市
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
五ご

く躯
の
仏
像
群
が
あ
り
、

地
誌
の
「
筑ち
く
ぜ
ん
の
く
に
し
ょ
く
ふ
ど
き
ふ
ろ
く

前
国
続
風
土
記
附
録
」

と
「
筑
前
国
続
風
土
記
拾し
ゅ
う
い遺
」
に
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
躯
は
虚
空

蔵
堂
と
大
日
堂
に
祭
ら
れ
、
木
造
伝

虚
空
蔵
菩
薩
立
像
、
不ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う
り
つ
ぞ
う

動
明
王
立
像
、

吉き
っ
し
ょ
う
て
ん
り
つ
ぞ
う

祥
天
立
像
、
如に
ょ
ら
い
け
い
り
つ
ぞ
う

来
形
立
像

（
伝で
ん
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
ぞ
う

大
日
如
来
像
）
の
四し

く躯
は
平
安
時

代
後
期
、
木も
く
ぞ
う
で
ん
や
く
し
に
ょ
ら
い
ぞ
う

造
伝
薬
師
如
来
像
は
、
南

北
朝
時
代
の
作
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

玄
海
灘
沿
岸
の
古
代
・
中
世
の
宗
教
、

文
化
を
物
語
る
も
の
で
、
廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
を

免
れ
、
海
中
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
虚
空
蔵
菩
薩
は

朽
ち
果
て
、
顔
の
形
も
は
っ
き
り
見
え

な
い
状
態
で
す
。

　

虚
空
蔵
菩
薩
は
、
知
恵
の
神
様
・「
こ

く
ぞ
う
」さ
ん
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方
、

「
空か
ら

（
無
一
文
）
か
ら
蔵
が
建
つ
」
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
苫
で
は
、
財
産
の
神
と
し
て
、
縁

日
に
「
こ
く
ぞ
う
」
さ
ん
（
神
社
に
置

か
れ
た
紙
に
包
ま
れ
た
小
銭
）
か
ら
お

金
を
借
り
る
と
、
そ
の
一
年
間
は
、
小

遣
い
銭
に
は
困
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
年
後
に
は
、
借
り
た
お
金
は

倍
に
し
て
、
さ
い
銭
と
し
て
返
す
の
が

し
き
た
り
で
、
数
百
年
来
の
厚
い
信
仰

が
残
っ
て
い
ま
す
。「
こ
く
ぞ
う
」
さ

ん
の
縁
日
は
毎
年
１
月
13
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 　
【
案
内
人
】　

酒
井　

孝
司

最
澄
法
師
が
彫
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
木
像

JR香椎線

三苫

雁の巣

奈多駅

綿津見神社

三
苫
駅

西
鉄
貝
塚
線

和
白
駅

歴史
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馬
出
の
「
お
綱
さ
ん　

悲
話
」　
（
馬
出
）

　

今
か
ら
四
百
年
ほ
ど
前
、
お
綱
さ
ん

は
、
福
岡
藩
上
級
武
士
の
夫
・
麻
井
四

郎
左
衛
門
と
幼
い
子
ど
も
２
人
と
円
満

に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
藩

主
・
忠
之
公
が
寵
ち
ょ
う
あ
い愛
す
る
芸
者
・
采う
ね
め女

を
夫
が
身
請
け
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
そ
の
状
況
が
一
変
し
ま
す
。

　

箱
崎
釜ふ

ば

こ

破
故
（
１
８
１
５
年
写

本
）
の
記
録
に
よ
る
と
、
夫
と
采
女
は

上か
み
や
し
き

屋
敷
に
住
み
、
お
綱
さ
ん
と
２
人
の

子
ど
も
は
馬
出
の
下し
も
や
し
き

屋
敷
に
住
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
夫
は
頻
繁
に
下
屋
敷
へ

通
う
こ
と
を
約
束
し
ま
す
が
、
次
第
に

疎
遠
に
な
り
、２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

見
か
ね
た
下げ
な
ん男
２
人
が
上
屋
敷
へ
出
向

く
と
、
屋
敷
へ
の
出
入
禁
止
と
仕
送
り

停
止
を
告
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
下

男
の
１
人
が
首
を
吊
り
自
害
し
た
こ
と

を
知
っ
た
お
綱
さ
ん
は
狂
乱
し
、
２
人

の
子
ど
も
を
手
に
掛
け
、
長な
ぎ
な
た刀
を
持
っ

て
夫
の
も
と
に
向
か
い
ま
す
が
、
上
屋

敷
に
寄
宿
し
て
い
た
浅
野
彦
五
郎
に
切

ら
れ
息
絶
え
ま
し
た
。

　

現
在
お
綱
さ
ん
の
墓
は
、
当
時
の
下

屋
敷
跡
と
い
わ
れ
る
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
馬
出
ビ

ル
裏
手
（
馬
出
五
丁
目
）
に
あ
り
ま
す
。

墓
石
の
表
に
は
「
円
通
院
義
操
妙
綱
大

姉
」、
裏
に
は
「
寛
永
七
年
三
月
三
日
、

俗ぞ
く
み
ょ
う名
麻
井
お
つ
な
」
と
あ
り
ま
す
。

向
か
っ
て
左
の
二
つ
の
小
さ
な
墓
石
に

は
、背
面
に
母
と
同
じ
日
付
が
刻
ま
れ
、

今
で
も
花
が
手
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
案
内
人
】
蒲
池　

裕
子　

お綱さんの墓の横に小さな墓石が二つ並
んでいます

3
箱崎小

博多女子校

県立
図書館

箱崎宮
前駅

JR鹿
児
島
本
線

地
下
鉄
箱
崎
線

馬出

九大
病院
前

お綱さんの墓

歴史
歩・歩・歩
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１
３
３
３
年
、
鎌
倉
幕
府
は
後
醍
醐

天
皇
に
よ
る
「
建
武
の
新
政
」
で
終
し
ゅ
う
え
ん焉

し
ま
す
。
し
か
し
、
功
績
の
あ
っ
た
武

士
に
恩
賞
は
な
く
、
貴
族
中
心
の
公
家

政
治
に
不
満
が
募
り
ま
し
た
。
武
士
の

多
く
は
、
武
士
に
よ
る
統
治
を
理
想
と

す
る
足
利
尊
氏
を
新
リ
ー
ダ
ー
に
求
め

ま
し
た
。

　

天
皇
方
と
対
立
し
た
尊
氏
方
は
、
当

初
優
勢
に
攻
め
、
一
時
は
京
都
を
確
保

し
た
も
の
の
、
北
畠
頼
家
等
と
の
戦
い

に
敗
れ
、
九
州
へ
。
１
３
３
６
年
２
月

末
に
芦
屋
へ
上
陸
後
、
宗
像
大
社
を
経

由
し
、
香
椎
へ
と
進
み
ま
し
た
。
尊
氏

方
は
菊
池
武
敏
等
、
九
州
の
有
力
豪
族

と
多
々
良
川
で
対
峙
し
、
２
千
対
２
万

の
兵
力
の
差
に
負
け
を
覚
悟
し
ま
す
。

３
月
２
日
、尊
氏
は
頓
宮
で
の
軍
議
後
、

香
椎
宮
を
参
拝
。
空
飛
ぶ
鳥
が
「
御
神

木
の
綾
杉
」
の
枝
を
兜
か
ぶ
と
に
落
と
し
た
と

き
、
尊
氏
が
「
勝
利
の
お
告
げ
だ
」
と

言
う
と
、
全
軍
か
ら
気
勢
が
上
が
り
ま

し
た
。

　

強
い
北
風
の
中
、
逆
風
と
な
っ
た
天

皇
方
は
矢
が
途
中
で
川
に
落
ち
る
な
ど

で
戦
気
が
弱
ま
り
、
裏
切
り
者
も
出
て

混
乱
し
敗
走
。
１
カ
月
後
、
九
州
を
平

定
し
た
尊
氏
方
は
、
数
万
人
の
大
軍
と

な
り
ま
し
た
。
５
月
25
日
、
摂
津
の
湊

川
で
楠
木
正
成
軍
を
破
り
、
再
度
入
京

し
幕
府
創
立
へ
と
続
き
ま
す
。

　

香
椎
宮
頓
宮
で
の
軍
議
が
果
た
し
た

役
割
は
大
き
く
、
敗
者
復
活
・
大
転
換

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
由
緒
あ
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】
桂　

裕
行

頓宮は御旅所ともいわれ、神幸祭
などで御輿を一時的に休ませる所
です

香
椎
駅

香
椎
宮
駅

香椎参道口

香椎宮頓宮

3

足
利
尊
氏
方
の
軍
議
が
行
わ
れ
た

「
香
椎
宮　

頓と
ん
ぐ
う宮

」　
（
香
椎
）

歴史
歩・歩・歩
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弁
才
天
を
祭
る
「
宗
栄
寺
」　
（
名
島
）

　   

西
鉄
名
島
駅
を
下
車
し
、
国
道
３
号

線
を
横
断
、
旧
名
島
火
力
発
電
所
へ
の

石
炭
搬
入
の
引
き
込
み
鉄
道
線
路
跡
の

通
り
を
通
っ
て
名
島
神
社
を
目
指
し
ま

す
。
名
島
神
社
の
南
側
に
宗
栄
寺
が
あ

り
ま
す
。
参
道
口
に
あ
る「
辨
才
天（
べ

ん
ざ
い
て
ん
）」
の
額
の
あ
る
鳥
居
を

く
ぐ
っ
て
石
段
を
上
が
り
、
参
道
両
側

の
植
木
、
蛇
の
石
像
や
石
仏
な
ど
を
見

な
が
ら
進
む
と
弁
天
堂
が
あ
り
、
そ
の

左
側
に
あ
る
の
が
宗
栄
寺
本
堂
と
薬
師

堂
で
す
。

　

徳
川
家
光
の
治
世
、
寛
永
14

（
１
６
３
７
）
年
に
島
原
・
天
草
地
方

で
島
原
の
乱
が
起
き
、
黒
田
藩
の
武
将

と
し
て
出
陣
し
た
岡
田
半
兵
衛
利と
し
よ
し良
と

息
子
の
左
衛
門
正ま
さ
お
き興
は
、
翌
年
の
寛
永

15
年
に
父
子
共
に
戦
死
し
ま
し
た
。
利

良
の
妻
は
尼
と
な
り
向こ
う
し
ゅ
ん
い
ん

春
院
と
改
名

し
、夫
と
子
を
博
多
の
妙
楽
寺
に
埋
葬
。

二
人
が
戦
で
着
用
し
た
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑
や
肌
着
な

ど
の
遺
品
は
、
昔
の
城
壁
（
名
島
城
）

に
納
め
て
精
し
ょ
う
じ
ゃ舎
を
建
て
、
家
臣
の
子
で

比
叡
山
で
修
行
中
の
真
性
坊
俊し
ゅ
ん
ど
う
導
を
開

祖
と
し
て
招
き
ま
し
た
。
向
春
院
は
死

後
、
贈
り
名
を
「
宋
栄
」
と
さ
れ
、
寺

は
宋
栄
寺
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

宗
栄
寺
は
名
島
に
あ
っ
た
神
宮
寺
の

末
寺
で
し
た
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分

離
に
よ
り
、
神
宮
寺
は
廃
寺
に
な
り
、

「
弁
才
天
尊
」
が
宗
栄
寺
に
移
さ
れ
ま

し
た
。
寺
の
表
札
に
は
、「
天
台
宗
弁

才
天
別
当
宗
栄
寺
」
と
あ
り
、
本
尊
は

薬
師
如
来
像
、別
本
尊
は
弁
才
天
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
案
内
人
】
加
藤　

祥
子

参道を通って正面にある弁天堂

多々良川

城浜小

名島駅

宋栄寺

JR鹿
児島
本線西鉄

貝塚
線

千
早
駅
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　東区歴史街道を往く Vol.4

『歩・歩・歩（さんぽ）会』の愛称について

「新しい人たちと歩み、地域の人たちと共に歩み、ボランティアとしての

ヨチヨチ歩きを始める私たち、この三つの歩みを積み重ねていきたい」と

の思いから、また、地域の歴史を楽しく散歩する意味から、三歩と散歩で

「さんぽ会」としたものです。
『さんぽ会』のホームページを公開しています。
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